
(57)【要約】

【目的】　　超音波検査で表示器に表れた波形を、可聴

域の周波数に変換して聴覚により欠陥の検出を行う。

【構成】　　超音波探傷装置に可聴域に可聴域に周波数

変換する機能、信号増幅器及びスピーカーを組み込む。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】超音波探傷装置に可聴域に周波数変換をす

る機能と増幅装置及びスピーカーを組み込み、任意のゲ

ート内の波形を選択し、その波形から聴覚により欠陥の

判断及び欠陥の種類を調べる可聴域周波数変換による超

音波探傷法。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】構造物及び構造部材の健全性は、

非破壊検査で保証されている一端がある。非破壊検査に

は内部の欠陥を探査する超音波検査が広く行われてい

る。本発明は超音波検査において、欠陥の検出等を聴覚

に委ねる方法であり、人の音色分解能力を工業分野に取

り入れる。

【０００２】

【従来の技術】超音波探傷では表示器上の欠陥波形の高

さ及び位置から、欠陥の検出及び欠陥の評価を行ってい

る。一部では、波形の位置及び高さを数値で表示してい

る。また、波形を記録することもある。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】従来の技術では、欠陥

からの波形かそうでないものかを判断する場合、波形を

一つ一つ追って調べている。これでは、時間がかかるこ

と及び波形の読み取りに誤差が許される。また、超音波

の本質的な原因で生ずる場合には、波形の位置及び高さ

からでは欠陥かどうかは判断できないことである。

【０００４】本発明は表示器上の任意の波形をゲートで

切り取り、聴覚に反応する周波数に変換して、音色から

欠陥の存在及び欠陥の種類を判定するものである。

【０００５】

【課題を解決するための手段】超音波探傷装置には、図

１のように、ＭＨｚ領域の高周波信号を人の聴覚に反応

するＫＨｚ領域に変換する機能部分、信号増幅器及びス

ピーカーを付加する。

【０００６】探傷時には欠陥がなくても表示器には図２

のように何らかの波形が存在する場合がある。この時、

ゲートは表示器の横軸全体にかけている。そして、探触

子の走査から図３のように他の波形が現れる場合、ゲー

ト内の波形を周波数変換して可聴域の信号を耳で聞いて

いれば音色の変化から欠陥の検出ができる。

【０００７】欠陥の種類の判定には、探傷時あるいは記

録されている波形で、欠陥と思われる波形を含んだ部分

に図４のようにゲートをかけて、周波数変換して音色を

判断する。波形には固有の周波数成分が含まれており、

その成分の微妙な変化は聴覚で分類できるものである。

【０００８】

【作用】超音波検査における使用周波数は１ＭＨｚ以上

であり、直接耳では聞こえい。このために、図１に示し

たように、可聴域の周波数に変換する部分、信号増幅器

及びスピーカーが必要となる。

【０００９】変換する波形はゲート機能で任意に選択し

目的とする周波数を選択する。

【００１０】変換した波形は聴覚により、欠陥がない場

合とある場合では音色が異なり、欠陥の存在が判断でき

る。

【００１１】以上の作用によって、表示器の信号のみか

ら欠陥を判断することよりも、聴覚による判断をも加え

ることで欠陥の検出が容易となる。

【００１２】

【実施例】図１のシステムを作成し、ＣＦＲＰ材に設け

た欠陥からの信号及び欠陥がない部分からの音色の変化

を調べた。これは、記録した波形を再生して実施した。

図５は欠陥がない所での波形である。ただし、不要な波

形が存在している。図６は欠陥がある所での波形を示

す。両者の音色は明確に異なり、欠陥があるなしが判断

できた。

【００１３】

【発明の効果】本発明によって、視覚による波形の読み

取りだけでなく、聴覚による波形の変化が加わるので超

音波検査の信頼性が増加する。

【図面の簡単な説明】

【図１】超音波探傷装置に組み込む機能の図である。

【図２】欠陥がない場合の表示器上の波形の図である。

【図３】欠陥がある場合の表示器上の波形の図である。

【図４】欠陥部の波形の切り取りの図である。

【図５】ＣＦＲＰ材における欠陥がない場合の不要な波

形の図である。

【図６】ＣＦＲＰ材における欠陥部の波形の図である。

【符号の説明】

１　超音波探傷装置、

２　表示器、

３　可聴域の周波数に変換する装置、

４　信号増幅器、

５　スピーカー、

６　ゲート範囲、

７　不要な波形、

８　欠陥波形、
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【図１】 【図２】 【図３】

【図４】

【図５】

【図６】


